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残そう未来へ　鉄砲町の町並み
ごみ質調査を実施しました
新しい農業委員
９月19日は敬老の日
トピックス
世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク
まちかどウォッチング
公民館こうざじょうほう
子育て情報
保健センターだより
くらしの情報
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第一小学校
　　新校舎完成！

　昨年の８月から続いてい
た第一小学校の建設工事が
終了し、新校舎が完成しまし
た。
　新校舎は、旧校舎のデザイ
ンを活かして建て替えられ、
学習空間の充実はもちろん、
県内産木材の使用や太陽光
発電設備の設置など環境と
の調和を図り、耐震性を高め
た安心・安全な学校として生
まれ変わりました。
　夏休みの登校日、新校舎へ
初登校した児童らは、新たな
学び舎での学校生活のスタ
ートに夢と希望を膨らませて
いました。



残
そ
う
未
来
へ

鉄
砲
町
の
町
並
み

―
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
」
の
導
入
検
討
へ―

　

島
原
城
築
城
の
と
き
、
外
郭
の
西
側

に
、
島
原
藩
の
徒
士
屋
敷
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
下
の
丁
、中
の
丁
、古
丁
に
加
え
、

寛
文
９
年(

１
６
６
９
年)

に
松
平
忠
房

が
入
封
し
て
か
ら
、
新
た
に
下
新
丁
、

上
新
丁
、
新
建
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
帯
は
「
鉄
砲
町
」
と
も
呼
ば
れ
、

現
在
も
、
当
時
の
敷
地
割
が
残
り
、
古

い
建
物
や
石
積
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
か

ら
平
成
20
年
に
か
け
て
、
伝
統
的
建
造

物
群
と
し
て
の
鉄
砲
町
の
価
値
を
把
握

す
る
た
め
、
鉄
砲
町
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
対
策
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
鉄
砲
町
全
域
を
対
象
と
し

て
、
初
め
て
実
施
さ
れ
た
本
格
的
な
学

術
調
査
で
す
。

　

対
象
区
域
の
住
宅
建
築
46
棟
41
軒
を

調
査
し
た
結
果
、
主
屋
の
建
築
年
代
は
、

15
棟
が
江
戸
期
、
10
棟
が
明
治
期
、
６

棟
が
大
正
期
、
15
棟
が
昭
和
前
期
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に「
成

立
時
期
が
江
戸
期
に
遡
る
街
路
と
そ
の

中
央
を
貫
流
す
る
用
水
を
軸
と
し
た
武

家
屋
敷
地
を
基
盤
と
し
て
、
江
戸
期
か

ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
武

家
住
宅
や
近
代
住
宅
な
ど
の
多
様
な
屋

敷
構
え
が
織
り
な
す
歴
史
的
景
観
が
残

さ
れ
て
い
る
点
」
に
伝
統
的
建
造
物
群

と
し
て
の
鉄
砲
町
の
特
質
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
こ
の
価
値
あ
る
町
並
み

を
未
来
へ
残
し
て
い
く
た
め
に
、「
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
」
の
導

入
に
関
す
る
検
討
を
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
調
査
結
果
の
報
告
会
と
町

並
み
保
存
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

伝
統
あ
る
島
原
の
町
並
み
を
知
る
良
い

機
会
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

鉄砲町の武家住宅は、通りの東側と西側で建築形式が違う！
(『島原市鉄砲町伝統的建造物群保存対策調査報告書』より )

　江戸期の住宅建築、すなわち武家住宅においては、南北に走る通りの東側宅地と西側宅地の住宅で、
建築形式に大きな違いがあることがわかりました。それは、東側宅地では鍵型の屋根とする例が多く、
西側宅地はＴ字型とする例が多いということです。

通りの東側宅地の武家住宅 通りの西側宅地の武家住宅

旧山本家復元図
※所在地は次ページ図中の①

旧篠塚家復元図
※所在地は次ページ図中の②

鍵 

型
Ｔ
字
型

て  

っ  

ぽ  

う  

ま  

ち

残
そ
う
未
来
へ

鉄
砲
町
の
町
並
み

―
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
」
の
導
入
検
討
へ―

て  

っ  

ぽ  

う  

ま  

ち

例えば
調査でこんなことが
わかりました！
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●元治２(1865) 年　鉄砲町復元図
この時期、鉄砲町には 690 戸もの武家屋敷が建ち並んでいたと言われています。水路もそれぞれの通りの中央を流れてい
ました。街路や町割は現在までほぼ変わらず引き継がれています。(『島原市鉄砲町伝統的建造物群保存対策調査報告書』より )

　
町
並
み
を
守
る
制
度
の
一
つ
と
し

て
、
文
化
庁
の
「
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝

え
る
貴
重
な
町
並
み
を
保
存
す
る
た

め
、
地
元
住
民
の
主
体
性
と
合
意
に
基

づ
き
、
国
や
県
、
市
町
村
が
保
存
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

　
市
町
村
が
定
め
た
「
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
の
中
か
ら
、
価
値
の
高

い
も
の
を
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
と
し
て
国
が
選
定
し
、
財
政

的
支
援
や
技
術
的
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
平
成
17
年
に
雲
仙
市
国

見
町
の
神
代
小
路
が
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
存
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
物
の

外
観
や
自
然
物
な
ど
、
す
べ
て
の
景
観

に
関
す
る
変
更
に
申
請
・
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
経
費
の
一
部

補
助
な
ど
の
町
並
み
を
守
る
た
め
の
支

援
や
税
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
に
は
、
91
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
あ
り
、
県
下

で
は
、
神
代
小
路
の
ほ
か
に
、
長
崎
市

南
山
手
、
東
山
手
、
平
戸
市
大
島
村
神

浦
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
並
み
を
守
る
制
度

　―
  

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
と
は ―

鉄砲町の町並み保存を考える講演会

と　き　10 月８日 ( 土 )　13 時 30 分
ところ　島原文化会館中ホール
内　容
  第一部　鉄砲町調査報告会（鉄砲町伝統的建造　
　  　　　  物群保存対策調査の結果報告）

  　講師　長崎総合科学大学　林　一馬先生

  　　　　熊本大学　伊東龍一先生

  　　　　佐賀大学　三島伸雄先生

  　　　　久留米工業大学　大森洋子先生　

  第二部　まちなみ保存講演会（全国的なまち　  
　  　　　  なみ保存の動きと大分県臼杵市におけ

　  　　　  る取り組み）

  　講師　全国町並み保存連盟　齋藤行雄先生

●問い合わせ
　島原市教育委員会　社会教育グループ
　☎68-1111　内線 652

①

②

①

②

①現在の旧山本家所在地　②現在の旧篠塚家所在地
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市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
に
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
の
現
状
把
握
と
ご
み
排
出
削
減

対
策
の
基
礎
資
料
作
成
の
た
め
に
「
ご

み
質
調
査
（
可
燃
ご
み
）」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

分
析
結
果
で
は
、
特
徴
的
な
も
の
と

し
て
、
生
ご
み
な
ど
が
約
26
％
、
紙
類

が
約
40
％
（
重
量
比
）
と
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
な

ど
の
中
に
未
利
用
食
品
（
納
豆
パ
ッ
ク

や
野
菜
・
果
物
な
ど
の
未
開
封
の
ま
ま

廃
棄
さ
れ
た
食
品
）
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
紙
類
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
が

大
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
回
収
に
つ
い
て
は
、
拠
点
回
収
や
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
回
収
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
生
ご
み

減
量
化
を
目
的
と
し
た
「
生
ご
み
処
理

機
器
購
入
補
助
金
」
の
活
用
や
、
古
紙

類
の
拠
点
回
収
お
よ
び
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
回
収
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
周
知
を

行
い
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
市
か
ら
の
お
願
い

 

新
聞
・
雑
誌
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
資
源
で

す
。
毎
月
第
２
土
曜
日
に
各
地
区
公
民

館
な
ど
で
行
う
『
拠
点
回
収
』
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

拠
点
回
収

　

ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

を
目
的
と
し
て
毎
月
１
回
、
家
庭
か
ら

出
る
、新
聞
・
チ
ラ
シ
、雑
誌
、段
ボ
ー
ル
、

蛍
光
管
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事

務
所
や
店
舗
か
ら
出
る
事
業
系
ご
み
は

搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

●
回
収
日
時　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

７
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で

※

雨
天
の
場
合
は
、
第
３
土
曜
日
に
延

　

期
。
第
３
土
曜
日
が
雨
天
の
場
合
は

　

中
止

●
回
収
場
所　

三
会
・
杉
谷
・
森
岳
・

　

霊
丘
・
白
山
・
安
中
公
民
館
、
N
T

　

T
営
業
所
跡
地
（
白
土
町
）、
萩
が

　

丘
団
地
バ
ス
停
前（
萩
が
丘
二
丁
目
）、

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
有
明
庁
舎

　
　

　
　
市
か
ら
の
お
願
い

生
ご
み
は
、
で
き
る
限
り
【
水
切
り
】

し
ま
し
ょ
う
。
水
切
り
す
る
こ
と
で
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助

　

市
で
は
、
生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
機
の
購
入
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
の
要
件

 

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い

　

る
個
人
（
事
業
者
は
対
象
外
）

 

・
市
内
の
販
売
店
で
購
入
す
る
こ
と

 ※

過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る

　

場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

補
助
金
申

　

請
書
、
補
助
金
請
求
書
、
印
鑑
、
商

　

品
が
わ
か
る
領
収
書
、
本
人
の
口
座

　

番
号
が
わ
か
る
も
の
、
保
証
書
（
電

　

動
式
の
み
）

●
補
助
金
額

 

・ 

堆
肥
化
容
器
１
個
に
つ
き
２
０
０
０

　

円
（
た
だ
し
、  

購
入
金
額
が
２
０
０

　

０
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
額
、
１
世

　

帯
に
つ
き
２
個
ま
で
）

 

・ 

電
動
式
は
購
入
額
の
３
分
の
１
（
２

　

万
円
を
限
度
、
１
世
帯
に
つ
き
１
台

　

ま
で
）

ご
み
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
グ
ル
ー
プ
廃
棄
物
対
策
班

　

☎
63
１
１
１
１　

内
線
１
９
３

ごみの重量組成割合

紙・布類

　40％

ビニール・合成樹脂・
ゴム・皮革類　8％木・竹・ワラ類　5％

生ごみなど

　　26％

生ごみなど

　　26％

不燃物
   1％

その他（泥、
水分、動物の
ふんなど）20％

紙・布類

　40％

不燃物
   1％

その他（泥、
水分、動物の
ふんなど）20％

ごみ質調査の様子ごみ質調査の様子

す
す
め
よ
う
！

ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

4平成23.９.



資
源
物
保
管
施
設
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

資
源
物
を
回
収
し
て
い
ま
す

●
搬
入
対
象　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
資

　

源
物
（
缶
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
紙
製

　

容
器
包
装
、
新
聞
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、

　

段
ボ
ー
ル
）

※

資
源
物
以
外
の
も
の
や
事
業
所
か
ら

　

出
る
資
源
物
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん

●
場
　
所　

東
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
北

　

側
（
前
浜
町
）

●
搬
入
で
き
る
日
時　

土
曜
、
日
曜
、

　

祝
日
の
８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

●
搬
入
手
続
き　

土
曜
日
、
日
曜
日
は

　

土
日
開
庁
業
務
を
行
う
市
民
窓
口
グ

　

ル
ー
プ
ま
た
は
有
明
支
所
、
祝
日
は

　

当
直
室
で
申
請
手
続
き
を
行
い
、
搬

　

入
券
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
搬
入
し

　

て
く
だ
さ
い

使
用
済
小
型
家
電
を

回
収
し
て
い
ま
す

　

小
型
家
電
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
希

少
金
属
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
使

用
済
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

●
設
置
場
所　

市
役
所
、
有
明
庁
舎
、

　

各
地
区
公
民
館
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
設
置
期
限　

平
成
24
年
２
月
29
日
ま

　

で
●
回
収
品
目　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ

　

デ
オ
カ
メ
ラ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
音
楽
プ

　

レ
ー
ヤ
ー
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

　

レ
ー
ヤ
ー
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
、
携
帯

　

型
テ
レ
ビ
、
電
子
機
器
付
属
品
（
Ａ

　

Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
、
充
電
機
器
、
コ
ー

　

ド
・
ケ
ー
ブ
ル
類
）、
携
帯
電
話
、　

　

リ
モ
コ
ン
、
小
型
ゲ
ー
ム
機
、
電
子

　

辞
書
、
電
卓
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

※

携
帯
電
話
な
ど
個
人
情
報
が
入
っ
て

　

い
る
も
の
は
消
去
し
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い

不
要
入
れ
歯
を

回
収
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
家
庭
内
に
保
管
さ
れ
て
い

る
不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
を
回
収
し
て

い
ま
す
。

　

入
れ
歯
に
は
、
貴
金
属
（
金
・
銀
・

パ
ラ
ジ
ウ
ム
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

の
貴
金
属
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
お
金
に

還
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

還
元
さ
れ
た
お
金
は
、
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
ま
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て
社
会
福
祉
に
役
立
て
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
不
要
に
な
っ
た
入

れ
歯
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所　

三
会
・

　

杉
谷
・
森
岳
・
霊
丘
・
白
山
・
安
中

　

公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
島
原
・

　

有
明
）

●
回
収
対
象　

家
庭
内
で
不
要
に
な
っ

　

た
入
れ
歯
、
万
年
筆
の
先
、
指
輪
、

　

ピ
ア
ス
、
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
宝
飾
品

※

金
属
の
付
い
て
い
な
い
も
の
は
回
収

　

で
き
ま
せ
ん

●
寄
付
方
法

①
汚
れ
を
落
と
し
、
熱
湯
ま
た
は
入
れ

　

歯
洗
浄
剤
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い　

②
備
え
付
け
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
し
て
く
だ
さ

　

い

環
境
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
系
ご
み
の
処
理

　

会
社
、
商
店
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、

病
院
、
福
祉
施
設
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な

ど
の
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
（
事
業
系

ご
み
）
は
、
法
律
に
よ
り
事
業
者
自
ら

の
責
任
で
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
が
、
収
集
す
る
ご
み
は
、
家
庭
か

ら
出
る
ご
み
だ
け
で
す
。
事
業
系
ご
み

は
、
家
庭
ご
み
の
集
積
場
所
へ
は
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

事
業
系
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

次
の
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法　

　

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処
理
し
て

　

く
だ
さ
い
。

①
自
ら
処
理
場
へ
搬
入
（
産
業
廃
棄
物
、

　

処
理
困
難
物
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
）

・
燃
や
せ
る
ご
み…

東
部
リ
レ
ー
セ
ン

　

タ
ー
（
前
浜
町
）
へ
直
接
搬
入
し
て

　

く
だ
さ
い

・
燃
や
せ
な
い
ご
み…

事
前
に
環
境
グ

　

ル
ー
プ
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
、
有

　

明
支
所
で
発
行
す
る
搬
入
券
を
持
っ

　

て
島
原
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
（
西

　

町
）
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い

②
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ

　

依
頼
し
処
理
す
る
（
許
可
業
者
に
つ

　

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

資源物保管施設ストックヤード資源物保管施設ストックヤード
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●
農
地
の
有
効
利
用
と
経
営
の
確
立

（
あ
っ
せ
ん
、
調
整
）

　

農
業
経
営
の
規
模
を
も
っ
と
拡
大
し

た
い
人
、
老
齢
で
農
作
業
が
で
き
な
い

人
や
会
社
勤
め
で
田
畑
を
耕
作
で
き
な

い
人
な
ど
と
の
間
を
取
り
持
つ
こ
と
で
、

農
地
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。

●
優
良
農
地
確
保
の
た
め
の
無
断
転
用

　

の
防
止

　

許
可
を
得
な
い
転
用
者
に
は
、
県
知

事
が
工
事
な
ど
を
中
止
さ
せ
、
も
と
の

農
地
に
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
最
高
３
年

以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

●
農
地
の
権
利
移
動
や
宅
地
な
ど
へ
の

　

転
用
の
公
平
な
審
査

　

農
地
の
売
買
（
貸
し
借
り
）
や
転
用

な
ど
に
つ
い
て
は
、
農
家
や
地
域
農
業

の
立
場
に
立
っ
て
、
農
業
者
を
代
表
す

る
機
関
と
し
て
公
正
に
審
査
し
ま
す
。

●
農
業
の
担
い
手
育
成

　
「
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
」、「
農
地

の
貸
し
借
り
の
促
進
」、「
遊
休
農
地
の

解
消
」
に
取
り
組
み
、
担
い
手
育
成
と

農
地
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
す
。

●
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
促
進
や
受
給

　

の
サ
ポ
ー
ト

　

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
の
促
進
や
受

給
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き

場
な
ど
、
農
地
以
外
に
使
用
す
る
場
合

は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。
必

ず
許
可
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
地
が
農
業
振
興
地
域
に
あ

る
場
合
、
農
振
除
外
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
産
業
振
興
部
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
農
業
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会　

☎
　
５
４
８
５

農
地
転
用
す
る
と
き
は

許
可
申
請
を
忘
れ
ず
に

　

７
月
10
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
島
原
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
立
候
補
者
が
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
定
数
を
越
え
な
か
っ
た

た
め
、
無
投
票
で
選
挙
に
よ
る
委
員
24
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
町
が
選
任
す
る
委
員
に
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、
土

地
改
良
区
か
ら
各
１
人
、
市
議
会
か
ら
学
識
経
験
者
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
、

合
計
31
人
の
新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

農
地
や
後
継
者
、
農
業
者
年
金
の
こ
と
な
ど
、
農
業
に
関
す
る
こ
と
は
地
域
の
農

業
委
員
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

島原市農業委員会委員【任期：平成 23 年 7 月 20 日から平成 26 年 7 月 19 日まで】

〇会長 ： 池田啓一郎　〇会長職務代理者 ： 廣瀬　光德

担当区域 氏　　　名 住　　　　　　　所 選　　　　出
松﨑　晴敏 　船　　泊　　町 　公選（選挙当選者）
園田　好廣 　大　　下　　町 　公選（選挙当選者）
池田啓一郎 　仁　　田　　町 　公選（選挙当選者）
園田　智也 　大　　下　　町 　選任（学識経験者）
佐藤　義明 　白　　谷　　町 　選任（農業共済組合推薦者）
盈　　梅男 　先　　魁　　町 　公選（選挙当選者）
太田　長治 　白　　土　　町 　公選（選挙当選者）
生田　忠照 　北　　門　　町 　選任（学識経験者）
宮﨑　福廣 　立　　野　　町 　公選（選挙当選者）
石田　英雄 　杉　　山　　町 　公選（選挙当選者）
増﨑　　滿 　宇　　土　　町 　公選（選挙当選者）
馬場　勝郎 　下  折  橋  町 　選任（農業協同組合推薦者）
田中　國茂 　長　　貫　　町 　公選（選挙当選者）
大津　直行 　亀  の  甲  町 　公選（選挙当選者）
草野　義光 　下　　宮　　町 　公選（選挙当選者）
林田　隆幸 　出  の  川  町 　公選（選挙当選者）
酒井　政和 　原　　口　　町 　公選（選挙当選者）
北浦　守金 　洗　　切　　町 　選任（学識経験者）
橋本　和己 　有明町大三東（松　崎） 　公選（選挙当選者）
吉田　　正 　有明町大三東（小原下） 　公選（選挙当選者）
島内　俊光 　有明町大三東（出　口） 　公選（選挙当選者）
廣瀬　光德 　有明町大三東（　中　） 　公選（選挙当選者）
中島　正弘 　有明町大三東（源在高野） 　公選（選挙当選者）
河内　義昭 　有明町大三東（川　内） 　公選（選挙当選者）
川内　信幸 　有明町大三東（川　内） 　選任（土地改良区推薦者）
山田　英夫 　有明町湯江　（浜　西） 　公選（選挙当選者）

森　　克美 　有明町湯江　（枦　山） 　公選（選挙当選者）

尾崎　　正 　有明町湯江　（森　岡） 　公選（選挙当選者）
森崎　敏治 　有明町湯江　（平　山） 　公選（選挙当選者）

尾崎　富男 　有明町湯江　（沖之尾） 　公選（選挙当選者）
林田　　勉 　有明町湯江　（野　田） 　選任（学識経験者）

三　会

大三東

湯　江

安　中

中　央

杉　谷

農
業
委
員
の
主
な
仕
事

68
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９
月
の
第
三
月
曜
日
は
「
敬
老
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
毎
年
９
月
15
日
は
「
老

人
の
日
」、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老

人
週
間
」
で
す
。

　
「
敬
老
の
日
」
は
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
日
と
し
て
定
め
ら
れ
た
国

民
の
祝
日
で
、
諸
外
国
に
は
無
い
日
本

独
自
の
記
念
日
で
す
。

　

ま
た
、「
老
人
の
日
」、「
老
人
週
間
」
は
、

国
民
が
広
く
老
人
福
祉
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老
人

自
身
も
生
活
の
向
上
に
努
め
る
意
欲
を

持
つ
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
平
均

が
83
歳
（
男
性
80
歳
、
女
性
86
歳
）
で
、

世
界
保
健
機
関
加
盟
の
１
９
３
ヵ
国
中

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
世
界
保
健
統

計
２
０
１
１
）。
１
９
５
０
年
代
に
は

平
均
寿
命
が
主
要
先
進
国
の
中
で
最
低

だ
っ
た
日
本
は
、
半
世
紀
を
経
て
世
界

一
の
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
要

因
と
し
て
は
、
医
療
水
準
の
向
上
を
は

じ
め
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
普
及
、
日

本
的
食
生
活
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
社
会
で
は
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
場
で
お
互
い
の
関
わ
り
を
深
め
、
身

近
な
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
高
齢
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し

た
日
々
を
送
り
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会

を
築
く
た
め
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
後

に
続
く
若
い
人
も
高
齢
期
の
在
り
方
に

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
意

識
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
の
各

地
域
で
は
、「
老
人
の
日
」、「
老
人
週

間
」
な
ら
び
に
「
敬
老
の
日
」
を
さ
ら

に
重
要
な
機
会
と
し
て
と
ら
え
、
老
人

を
敬
い
、
励
ま
し
、
老
人
福
祉
に
対
す

る
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
そ
の
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
多
様
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
各
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
、
次
の
よ
う
な
行
事
や
サ
ー
ビ
ス
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
、
町
内
会
、
自
治
会
、
婦

人
会
な
ど
の
協
力
に
よ
る
多
彩
な
敬
老

祝
賀
行
事
が
次
の
よ
う
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
三
会
地
区

 

・
９
月
18
日
（
日
）
10
時
か
ら

 

・ 

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
杉
谷
地
区

 

・
９
月
11
日
（
日
）
10
時
か
ら

 

・
杉
谷
公
民
館

◆
森
岳
地
区

 

・
９
月
19
日
（
月
）
９
時
30
分
か
ら　

 

・
島
原
文
化
会
館

◆
霊
丘
地
区

 

・
９
月
19
日
（
月
）
10
時
か
ら

 

・
ホ
テ
ル
南
風
楼

◆
白
山
地
区

 

・
９
月
19
日
（
月
）
10
時
か
ら

 

・
白
山
公
民
館
、
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
安
中
地
区

 

・
９
月
19
日
（
月
）
10
時
か
ら

 

・
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

◆
有
明
地
区　

各
自
治
会
で
開
催

　

※

三
之
沢
地
区
で
は
、
９
月
18
日  

　
　
（
日
）
10
時
か
ら
有
明
公
民
館
で

　
　

合
同
敬
老
会
を
開
催
予
定

　

市
で
は
、
９
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
次
の
人
に
敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま

す
。
な
お
、
対
象
者
へ
事
前
に
通
知
し

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
の
通
知
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
基
準
日
に
88
歳

以
上
の
人
に
は
、
町
内
会
・
自
治
会
を

通
じ
て
祝
品
も
贈
呈
し
ま
す
。

敬
老
祝
金
対
象
者

・
77
歳…

７
０
０
０
円

・
88
歳…

１
万
５
０
０
０
円

　

基
準
日
に
70
歳
以
上
の
人
は
、
次
の

と
お
り
「
島
原
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯
」

お
よ
び
「
有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
」

を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

◆
期
　
間　

９
月
19
日（
月
）か
ら
28
日

　

（
水
）
ま
で

※

た
だ
し
、定
休
日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
島
原
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯…

９
月
21
日
、

　

28
日

・
有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場…

９
月
20
日
、

　

27
日

◆
利
用
方
法　

事
前
に
町
内
会
・
自
治

　

会
を
通
じ
て
配
布
す
る
優
待
券
を
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い

　

市
、
市
議
会
お
よ
び
市
民
団
体
の
代

表
者
が
、
市
内
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
を
訪

問
し
ま
す
。

９
月
19
日
は
「
敬
老
の
日
」

長
寿
国
・
日
本

高
齢
社
会
を
迎
え
て

敬
老
祝
賀
行
事

敬
老
祝
金
・
祝
品
の
支
給

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
訪
問

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班

　

☎
63
１
１
１
１　

内
線
２
７
７

無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
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コミュニティバスを利用した実証運行が始まります
～ 10 月１日から３カ月間～

　島原市地域公共交通協議会では、市内における公共交通の活性化と市民の皆さんにとって利便性
が高く、効率的な公共交通体系づくりを目指して三会、安中地域でコミュニティバスによる実証運
行を実施します。協議会では、この実験によって、実際の利用者やニーズ、問題点などを把握し本
格運行が可能かどうかを含め検証していくこととしています。
◎コミュニティバスの実証運行
　公共交通機関の運行本数が少なく市民の皆さんのニーズが
高い、三会地域と安中地域などにおいて実証運行します。

【三会地域】
□運行期間　　平成 23 年 10 月 1 日から 12 月 31 日まで
□運行ルート　島鉄バスターミナルを発着点とする三会地
　　　　　　　域を経由するルート（５便／日）
　　　　　　　島鉄バスターミナル～島原駅前～大手～
　　　　　　　上新丁～柏野入口～北門～三会駅前～
　　　　　　　三会神社前～寺ノ尾～津吹～三会小学校前～馬場～三会駅前～北門～柏野入口～
　　　　　　　上新丁～大手～島原駅前～島鉄バスターミナル
□運賃　　　　１乗車１人　150 円（未就学児は無料）
□運行時刻　　８時～ 16 時 15 分まで

【安中地域】
□運行期間　　平成 23 年 10 月 1 日から 12 月 31 日まで
□運行ルート　島鉄バスターミナルを発着点とする安中地域を経由するルート（４便／日）
　　　　　　　島鉄バスターミナル～島原駅前～大手～萩ヶ丘団地～市営球場入口～島原病院～
　　　　　　　島原港～東登山口～梅園団地～魚見団地～仁田団地～第一公園～仁田団地～
　　　　　　　下中木場～松が丘団地前～東登山口～島原港～島原病院～市営球場入口～
　　　　　　　萩ヶ丘団地～大手～島原駅前～島鉄バスターミナル
□運賃　　　　１乗車１人　150 円（未就学児は無料）
□運行時刻　　9 時 30 分～ 16 時まで
※実証運行時の運行ルート・運行時刻表については、広報しまばら 10 月号でお知らせする予定です。
　詳しくは、政策企画グループ政策振興班（☎63-1111　内線 142）までお尋ねください。

　市では、７月から①ノー残業デーの実施②クー
ルビズの期間延長③空調管理の徹底④庁内照明の
間引き⑤電気製品の省エネ⑥ノーマイカーデーの
実施⑦公用車などのエコドライブの徹底などの取
組みを実施しています。
　その結果、７月の電気使用量は前年度と比較し、
本庁舎および有明庁舎において約 22％削減するこ
とができました。
　特に夏場の電力については、今後、電力需要が

更に急増した場合には、需給がひっ迫する可能性が
あります。
　市民の皆様にも、熱中症などには十分注意しなが
ら、節電への協力をお願いします。

●７月の電気使用量（kwh）

市の省エネへの取り組みについて

22年度
64,638
33,090

50,478
25,770

21.9％
22.1％

23年度 削 減 率
本 庁 舎
有明庁舎
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対象となる事業
　次のすべてに該当する事業です。
①市民の福祉向上または公益上の必要性が認められ
　る事業
②市内で実施される事業
③年度内（平成 24 年 3月 31 日まで）に完了する　
　事業

補助金の額
　補助対象経費の２分の１以内の額で、１事業につ
き 50 万円を限度額とします（千円未満は切り捨て）。
ただし、１団体につき１事業とし、予算の範囲内で
の交付となります。

補助を受ける団体の要件
　次のすべてに該当する団体です。
①公益的な活動を行い、または行おうとしている団
　体
②主たる活動の場が市内にある団体

③５人以上で構成されている団体で、かつ、構成員
　の半数以上が、市内に住所、勤務先を有し、主た
　る構成員である団体
④代表者が明らかであり、当該団体の設置の趣旨お
　よび活動の目的が定められた規約または会則など
　を備え、予算および決算などの会計処理が明確な
　団体

応募期間
　9月 30 日（金）まで

申請手続き
　申請には、所定の申請書のほか関係書類が必要と
なります。応募を希望する団体は、事前に相談して
ください。

問い合わせ先
　政策企画グループ　政策振興班
　（☎63－1111 内線 141）

がまだす地域づくり補助金の申請を受け付けています

　うつ病と不眠には深い関係があります。うつ病
は、気分の落ち込みなど、精神的な症状だけが現
れると思われがちですが、実はさまざまな症状が
出ます。睡眠障害や食欲の低下、頭痛や肩こり、
腰痛なども現れる場合があります。
　うつ病にかかると、疲れているのに眠れない、
夜中に目を覚ます、朝早くに目覚めるなどほとん
どの人が睡眠に障害をきたします。
　２週間以上の不眠が、休日も含め続くときは、
うつのサインかもしれません。
　「たかが眠れないくらいで」と思わず、疲れてい
ても眠れない日が続くようなら、早めにかかりつ
けの医者や専門機関へ相談してください。
　うつ病は治りにくい病気と思われているかもし
れませんが、早期に適切な治療を受ければ、多く
の人が回復しています。
　周りの人から見ても、睡眠の問題には気付きや

９月 10 日から 16 日までは「自殺予防週間」です

すいものです。まずは「眠れていますか？」の一言
から声掛けを行ってみてください。

●相談窓口
自殺問題やさまざまな心の悩み
 ・長崎いのちの電話
　☎095-842-4343（９時～ 22 時）
こころの健康、身近な精神医療の相談
 ・県南保健所　☎62-3289（９時～ 17 時 30 分）
 ・市福祉保健総務グループ福祉班
　☎63-1111 内線 273（8時 30 分～ 17 時 15 分）
自死遺族の方への相談
 ・NPO法人自死遺族ネットワーク Re　　
　☎090-5280-5032
緊急な精神医療受診の相談
 ・県精神科救急情報センター
　☎0957-53-3982（24 時間）

　市では、市民自らが考え実践する地域づくりを積極的に推進するため、市民団体などが、自主的・主
体的に企画し、実施する地域づくりに関する大会やイベント事業などを応援するため「島原市がまだす
地域づくり補助金」を交付します。
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「まちのお休み処」営業中です
　商店街では、中心商店街の空き店舗を活用し、観光客が気軽に立ち寄れる場所として「まちのお休み
処」を２カ所設置しています。
　観光客に、鯉の泳ぐまちやまちなかに数多く点在する観光スポットや湧水スポットを周遊する際の休
憩所として活用してもらうと共に、地場産品や土産品などを紹介したり、観光案内やイベント情報の提
供を行い、市内観光を行う観光客をサポートすることを目的としています。
　市民の皆さんにも島原の観光・イベント情報や物産品・土産品などが揃うこの「まちのお休み処」を
利用していただくとともに、観光客の皆さんへ、ぜひ紹介してください。

店舗情報

●まちのお休み処・なかほり

　開店時間　10 時から 18 時まで
　店  休  日　 毎週火曜日
　主な商品　土産品、特産品、民芸品
　電　　話　62-2484

●まちのお休み処・よろず町

　開店時間　10 時から 18 時まで
　店  休  日 　毎週水曜日
　主な商品　土産品、特産品、農産品
　電　　話　63-1984

島原の特産品や土産品などが揃う 観光パンフレットも充実 土曜夜市でも人気スポットに！島原の特産品や土産品などが揃う 観光パンフレットも充実 土曜夜市でも人気スポットに！



自衛官募集 問い合わせ先　自衛隊島原地域事務所  ☎62-3759

募集種目 資　　格 受付期間 試験日
航空学生 高卒（見込含む）21歳未満の人 9月9日まで 一次　9月23日

看護学生 高卒（見込含む）24歳未満の人 9月5日～9月30日 一次　10月22日

一般曹候補生 18歳以上27歳未満の人 9月9日まで 一次　9月17日

自衛官候補生（男子）18歳以上27歳未満の人 年間を通じて行っています 受付時にお知らせします

自衛官候補生（女子）18歳以上27歳未満の人 9月9日まで 9月25日～28日
※いずれか１日を指定

防衛大学校学生(一般）高卒（見込含む）21歳未満の人 9月5日～9月30日 一次　11月5・6日

防衛医科大学校学生 高卒（見込含む）21歳未満の人 9月5日～9月30日 一次　10月29・30日

予備自衛官補(一般） 18歳以上34歳未満の人 10月5日まで 10月14日～17日
※いずれか１日を指定

　7月 13 日に行われた日本体育協会理事会で第 69 回国民体育大会の長崎県開催が正式に決定しました。
　長崎県では昭和 44 年以来、45 年ぶり 2回目の開催となります。
　大会期間中には多くの選手や観客が全国から来島します。競技会運営のサポートや応援などでの参加はも
ちろん、大いに地元の魅力をアピールして、記憶に残るすばらしい大会にできるよう、皆さんのご理解とご
協力をお願いします。

長崎県開催が正式に決定しました
●会　期

 　第 69 回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）

　　平成 26 年 10 月 12 日（日）～ 10 月 22 日（水）11 日間　

　第 14 回全国障害者スポーツ大会（長崎がんばらんば大会）

　　平成 26 年 11 月 1日（土）～ 3日（月）

●島原市での開催競技

レスリングバレーボール
［少年男子］

弓　道サッカー
［成年男子・女子］

●問い合わせ　文化・スポーツ振興グループ 国体準備班　☎68-1111 内線 520

長崎国体マスコット
「がんばくん」です！

11 平成23.９.



世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 
島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎65－5540）

12平成23.９.

　

ア
ジ
ア
に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
有
す
る
８
カ

国
・
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て

い
る
の
は
７
カ
国
34
カ
所
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
に
は
14
カ
所
の
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
カ
所
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ

イ
で
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
周
辺
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係

者
が
集
ま
り
「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
発
展
の
た
め
の
行
政
と
そ
の
つ
な
が
り
」、「
ジ

オ
パ
ー
ク
と
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
を
目
的
と

し
た
地
域
社
会
の
関
わ
り
」、「
ジ
オ
資
源
と
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
相
互
関
係
」、「
新
し
い
ジ
オ
パ
ー

ク
と
世
界
加
盟
を
目
指
す
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な
ど
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
発
表
の
中
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ジ
オ
パ
ー
ク

が
発
表
し
た
「E-G

uide

（E-

ガ
イ
ド
）
シ
ス
テ

ム
」
は
、
今
や
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
る
、G

PS

付
ポ
ー
タ
ブ
ル
端
末
（
携
帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、 
PD
A, iPad

な
ど
）
を
使
っ
て
、
旅
行
者
に
対
し
て

ジ
オ
サ
イ
ト
の
説
明
や
道
案
内
を
行
え
る
よ
う
に

開
発
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
活
用
す
れ
ば
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
訪
れ

る
旅
行
者
や
教
育
関
係
者
を
支
援
で
き
る
新
し
い

道
具
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
技

術
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
ジ
オ
パ
ー
ク

テーマ ： 世界のジオパークが島原半島に集う⑤

を
学
ぶ
一
つ
の
要
素
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
会
議
で
、
島
原
半
島
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
と
来
年
開
催
さ
れ
る
『
ジ
オ

パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
』
に
向
け
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
島
原
半
島
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
自
然
災
害
（
火
山
噴
火
）
か

ら
復
興
を
遂
げ
、
住
民
が
火
山
と
共
生
し
て
い
る

地
域
の
た
め
、
世
界
の
人
々
は
と
て
も
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
海
外
の
参
加
者
か
ら
「
来

年
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」と
の
声
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
、
来
年
の
国
際
会

議
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
ジ
オ
パ
ー
ク

ドン・バン・カルスト台地世界ジオパーク
（Dong Van Kaｒst Plateau Global Geopark）

特集  世界のジオパーク ①

第
２
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
る
！

第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
を
P
R

　ベトナムの首都ハノイから北へ約 500km、ベトナム北
部のハガン省に位置し、北側は中国との国境と接してい
ます。海抜 1400 ‐1600m ほどの高台にあり、総面積は
島原半島の約５倍（2,346ｋ㎡）あります。その敷地の
８割が石灰石の地質からなり、400 ～ 600 万年前の生物
の化石なども多数見つかっています。2010 年 3 月 10 日
に、ベトナム初の世界ジオパークに認定されました。そ
して、東南アジアで 2 番目の世界ジオパークになりまし
た。（１番目は、マレーシア　ランカウイ島）
　今回から、世界ジオパークを紹介していきます。 アジア太平洋ジオパークネットワーク会議で

島原半島ジオパークを PR

ユネスコロゴマーク
島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」

2222
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shimabara castle

ジオパーク国際ユネスコ会議に向けた

おもてなしワンポイント語学講座おもてなしワンポイント語学講座 
 vol.6

日 本 語 英　語

中 国 語 韓 国 語

A : ①ゆっくり話してください。

      ②もう一度話してください。
　
　　　　B : いいですよ。

　外国の人と話をするとき、うまく聞き取れない
ときがあります。わからないことをそのままにし
ておくと、予期せぬ誤解が生じることがあります
ので、遠慮せずにはっきりと、そのことを
伝えてください。

　　　 クッジュウ　スピーク　モア　スロゥリ（プリーズ）

A : ①Could you speak more slowly,(please) ?

　　イクスキューズ  ミィ

　 ②Excuse me ?(↑)　　　　  　　

　　　   　   シュア　　           オウケイ
　　　　B : Sure. または OK.
           
　①は please を付けるとより丁寧になります。
　②は語尾を上げて発音します。

　 　（ ﾁﾝ 　ﾏﾝﾃﾞﾝｧ　ｼｭｩｫ．)

A:①请 慢点儿 说。
     （Qǐng màn diǎnr shuō.） 　

　　（ﾁﾝ ｻﾞｨｼｭｩｫ ｲｰﾍﾞｪﾝ．)

　②请 再说 一遍。
　　（Qǐng zài shuō yí biàn.）

  　　　　　　　　（ﾊｫ ﾄﾞ．）
　　　　　　　B: 好的。
 　　　　　　　（Hǎo de.）
　

①は、ゆっくり話してください。
②は、もう一度話してください。
返事の「いいですよ。」の後に「もう一度話しますね」
 “好的，我再说一遍。”のように、話してもかまいません。

　　　　      　( チョンチョニ マﾙスﾑヘ ジュセヨ )

　　　 　  A : ①천천히 말씀해 주세요.

　　　　　　　　　　（タシ  ハンボン マレ ジュセヨ）

　　　　　   ②다시 한번 말해 주세요.
 
 　　　　　 （ネ（イェ）クレヨ）

　　　Ｂ：네(예) 그래요.
 　　　　　　　
　「말씀해」 マﾙスﾑヘ は尊敬語であり、「말해」マ
レ は丁寧語です。これを入れ替えて使うこともで
きます。      

①は年上の方に言いたい時に使います。
②は気軽に聞きたい時に使います。 

島原半島では、平成 24 年 5月に「ジオパーク国際ユネスコ会議」が開催され、海外
から多くのお客様がお見えになります。
島原でしか感じられない「おもてなし」を、海外からのお客様に体感していただける
よう、このコーナーで毎月、英語・中国語・韓国語の簡単な会話を紹介しています。
さあ、みんなで一緒にレッツトライ！武 家 屋 敷

Old  SAMURAI house
武 家 屋 敷

Old  SAMURAI house
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オフィスペーパーリサイクル　引渡式
　７月19日、市役所内から排出されるコピー用紙をは
じめとしたオフィスペーパーがトイレットペーパーと
してリサイクルされたので、横田市長が引き渡しを受
けました。
　今回、引き渡しを受けたのは 20カ月の間に発生した
オフィスペーパーがトイレットペーパー1600個にリサ
イクルされたもので、今後、市役所庁舎などのトイレ
で使用されます。
　この取り組みにより、ごみ減量化・資源の有効利用・
ごみ処理費用の抑制・トイレットペーパー購入費用削
減の４つの効果があります。

エコオフィス実現に向けて

湧水利用ヒートポンプ空調システム実証実験
　８月10日、市内至るところからあふれている湧水を
利用した「湧水利用空調システム」の実証実験が武家屋
敷売店で開始されました。
　この空調システムは、従来の空気熱を利用した空調
と違い、１年中17℃と一定した湧水を熱源としたもの
で、冷房時はエネルギー使用量・ＣＯ２共に約70％、同
じく暖房時は約20％の削減効果が期待されます。この
実証実験は平成24年３月10日まで行われ、検証結果を
もとに今後の利用方法などが検討されます。

豊富な湧水でエコ

三小「本校舎ありがとう式典」

　７月24日、老朽化に伴う第三小学校校舎の建て替え
工事を前に「本校舎ありがとう式典」が行われました。
　建て替え予定の校舎は築83年が経過し、昭和天皇が
訪問されるなど歴史と伝統がある校舎で、地域を代表
する建物として、皆さんに愛されてきました。
　式典には、生徒・卒業生をはじめ、教鞭を振るった人、
地域の人、関係者などが参加し、児童による踊りの披
露や写真展のほか、梅林次生先生による思い出の授業
再現などが行われ、慣れ親しんだ校舎へ最後の別れを
告げました。

慣れ親しんだ校舎へ感謝の気持ち

思い出の授業再現思い出の授業再現



　８月８日から10日まで、島原市の兄弟都市でもある豊
後高田市から小学校児童や関係者など68人が来島し、お
互いの兄弟校・交流校を訪れ交流を深めました。
　この交流事業は、平成11年から始まったもので、お互い
のまちを交互に訪問し、兄弟都市としての絆を深めてき
ました。
　訪問に際し、横田市長が「兄弟校と交流を深め、帰った
ら島原での思い出を友だちに話してください」と歓迎の挨
拶を行ったあと、豊後高田市児童を代表して仲井郁穂君
が「島原の友だちをたくさん作って、楽しんで帰りたい」と
挨拶しました。
　このあと、豊後高田市児童は雲仙岳災害記念館を見学
したほか、市内にホームステイし、島原市の児童との交流
を深めました。最終日はまた会うことを約束し、バスが見
えなくなるまでお互い手を振り続けました。

豊後高田市児童交流事業

兄弟の絆、更に深く

　７月23日から８月13日までの土曜日、万町商店街お
よび一番街アーケードを会場に土曜夜市が開催されま
した。
　土曜夜市には、多くの出店が軒を並べたほか、イベ
ント会場ではキャラクターショーなどが行われるなど
して賑わいを見せ、皆さん夏の夜を楽しみました。
　また、夜市開催当日は水まつりやゆかたまつりの開
催期間中でもあり、浴衣姿の人が多く訪れ、夏の夜に
彩りを添えていました。

土曜夜市

多くの人で賑わいました

　８月３日から６日まで、武家屋敷や浜の川湧水をメ
イン会場に水まつりが開催されました。
　今年は、水に感謝すると共に20年前の雲仙・普賢岳
噴火災害、東日本大震災により亡くなられた故人の冥
福を祈るため、子どもたちの手作り灯ろうが白土湖へ
流されました。
　また、各会場では夕闇にほんのりと浮かび上がる幻
想的な光景が多くの人の目を楽しませ、尺八や胡弓の
音色に皆さん酔いしれました。

島原水まつり

水の大切さをあらためて実感

まちかどウォッチング
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代表挨拶をする　仲井郁穂君代表挨拶をする　仲井郁穂君



　ゆっくりとした動きで、からだを支える骨盤や背骨のまわりの深い
部分にある筋肉を鍛えるエクササイズです

読書会を４つ企画しました。秋の夜長を楽しみませんか。

旧有明町の歴史が記載されて
おり、上巻・下巻を販売して
います。

公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館
◆三会公民館
◆杉谷公民館
◆森岳公民館
◆霊丘公民館
◆白山公民館
◆安中公民館

（☎68－1101）
（☎62－4505）
（☎63－2231）
（☎63－2242）
（☎64－2023）
（☎63－2221）
（☎63－2253）

公民館

手作りお弁当講座２ ～レパートリーを増やして楽しいお弁当作り～

と　き　９月28日（水）９時30分から
ところ　安中公民館
内　容　お弁当や急ぎの夕食にも役立つ簡単メニューを作り、バイ
　　　　キング形式で楽しみます。
対象者　市内在住の人（現在お弁当を作ってない人でも大歓迎）
募集人数　２０人　　● 受講料　300円（材料費）
持参品　エプロン、三角巾、弁当箱、箸
募集締切　９月20日（火）まで
申し込み・問い合わせ先　安中公民館

●
●
●

●
●
●
●
●

秋 の 夜 長 の 読 書 会

と　き　９月22日（木）９時30分から
ところ　島原文化会館小ホール
テキスト　『新撰組血風録』から「虎徹」
ナビゲーター　松本和子（市社会教育指導員）

と　き　９月28日（水）10月５日（水）12日（水）
　　　　19時30分から
ところ　島原文化会館小ホール
テキスト　『自助論』（サミュエル・スマイルズ著）
ナビゲーター　宮﨑孝三氏（県PTA会長）

①新撰組入門「新撰組血風録」を読む　～「虎徹」～
●

●

●

●

② 「自助論」輪読会
●

●

●

●

と　き　９月30日（金）19時30分から
ところ　島原文化会館小ホール
テキスト　『月刊致知10月号』
ナビゲーター　長崎木鶏クラブ　吉田二美氏
参加費　1.000円（テキスト代）

と　き　10月６日（木）19時30分から
ところ　島原文化会館小ホール
テキスト　『教育の正体』（日下公人著）
ナビゲーター　宮川守行（森岳公民館主事）

③木鶏クラブ・体験版
●

●

●

●

●

④日下公人の教育論
●

●

●

●

ピラティス講座　～しなやかな身体づくり～

と　き　10月11日（火）13：30～15：00
　　　　10月18日（火）13：30～14：30
　　　　10月25日（火）13：30～14：30
ところ　白山公民館　　● 受講料　無料
参加費　無料
募集人数　15人
対象者　　市内在住で30歳から59歳の女性
持参品　　体操ができる服装、バスタオル、タオル、飲料水
問い合わせ先　白山公民館

●

●
●
●
●
●
●

「有明町史」を
販売しています

●

●

●

販売場所　有明公民館
販売価格　各2.000円　　
（市民以外は各4.000円）
問い合わせ先　有明公民館

☆市立公民館の各種講座・行事はホームページからも確認する
　ことができます。　
http://www.city.shimabara.lg.jp/life/pub/list.aspx?c_id=34#63

※４件とも事前の申し込み・問い合わせは森岳
　公民館へ
　（参加者少数の場、中止することがあります）
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ころころクラブマスコットころころクラブマスコット

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

ころころクラブ（おさなご園）　

　子育て支援ひろば、ころころクラブです。ころころクラブでは、子育て中の親子の悩みの相談・
電話相談・家庭訪問などを行っています。

●開設日時　月曜日～金曜日　10:00～ 15:00（園庭開放、支援ルームの開放、相談など）
●問い合わせ先　ころころクラブ（津吹町乙 1380-3　おさなご園）TEL６２-２５３７

　子育て支援センターでは、在宅で子育てをしている人を対象に、
子育てに関する相談や園開放、子育てサークルの支援などを行っ
ています。また、子育て支援室では、市内の子育て支援センター
と連携してネットワークをつくり、在宅での子育てを応援してい
ます。
　今月は「ころころクラブ（おさなご園）」を紹介します。

★ママの癒される
　おしゃべりタイム

ママたちのための
　　リフレッシュ講座

　日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、
ホッとした時間を持ちませんか。
●会　場　市保健センター
　　　　　（10 月 14 日は有明保健センター）
●対　象　小学校就学前の子どもがいるお母
　　　　　さん
　　　　　※託児ができます
●申し込み・問い合わせ先
　　　　　子育て支援室（TEL62-4015）

★子育て講座
  ・子育て談議
  ・お菓子作り
  ・手作りおもちゃ
  ・クッキング

★ベビーマッサージ
 ・お母さんと赤ちゃんのコミュニケーションのひと
　時です
  ・肌と肌の触れ合いを通して母子の癒しの時間です

●と　き　9月 13 日（火）（毎月第２火曜日）10 時から 11 時 30 分まで
●ところ　三会公民館
●内　容　手遊び、ベビーダンス、絵本の読み聞かせ・折り紙など　　
　　　　　手作りおやつもあります
●参加費　無料（予約はいりません）
●対象者　市内に住む就学前までのお子さんとその保護者の方々

育児サークル「のびのび kids」スタート

時　間 講　　座　　内　　容
クッキング教室（ちょこっと中華：要材料費200円)
講師　内田景子先生（中華園）

手仕事シリーズ（天然石のペンダントトップ：要材料費200円)
講師　桑島ありさ先生（あとりえ翠）

エアロビクス＆ヨガ教室　夜の部　講師　北島由美子先生19:30～20:3014日（水）

フラワーアレンジメント(要材料費200円)
講師　柴田美穂先生（小原流）

クッキング教室（魚を使った和食料理：要材料費200円)
講師　古賀直行先生（古賀鮮魚店）

エアロビクス＆ヨガ教室　　講師　北島由美子先生
場所：有明保健センター

手仕事シリーズ（皮と天然石のストラップ：要材料費200円)
講師　桑島ありさ先生（あとりえ翠）

フラワーアレンジメント（要材料費200円）（夜の部）
講師　柴田美穂先生（小原流）

25日（火） 10:30～11:30 べビーダンス　講師　森本洋子先生

開  催  月  日

９月

５日（月） 10:00～12:00

9日（金） 10:00～12:00

26日（月） 10:00～12:00

10月

３日（月） 10:00～12:00

14日（金） 10:30～11:30

17日（月） 10:00～12:00

20日（木） 19:00～20:30

子育て支援センター 住　所（電話）

たからっこ（心香保育園） 有明町大三東（68-0346）

Baby ぱんたか（清華保育園） 有明町大三東（68-1163）

すくすく（せいか福祉ステーション） 前浜町（63-5817）

ころころクラブ（おさなご園） 津吹町（62-2537）

しゅんよう（春陽保育園） 萩が丘一丁目（62-5556）

くるみの家（わかくさ園保育所） 新山二丁目 （62-3638）

陽だまり（中木場保育園） 大下町 （64-2135）

子育て支援室 霊南二丁目（62-4015）
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。
市
や
職
場
な
ど
で
行
わ
れ
る

健
康
診
断
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
が
結
核
に
か
か
る
と
重

症
に
な
り
や
す
く
、
生
命
に
も
か

か
わ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
、

こ
の
よ
う
な
結
核
の
発
病
を
予
防

し
、
ま
た
、
重
症
化
す
る
こ
と
を

防
ぎ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
後
６

月
に
達
す
る
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
県
南
保
健
所
地
域

保
健
課
（
☎ 

３
２
８
９
）
ま
た

は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
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生
活
習
慣
病
予
防
講
座

楽
し
く
動
い
て
お
い
し
く

食
べ
て「
わ
っ
か
わ
っ
か
島
原
」

両
親
学
級

思
春
期
相
談

子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

９
月
24
日
〜
30
日
は

「
結
核
予
防
週
間
」
で
す

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

参
加
者
募
集

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

○62

○62

や
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
　
き　

毎
週
水
曜
・
木
曜
日

　

９
時
か
ら

※
雨
天
時
は
中
止
に
な
り
ま
す

▼
と
こ
ろ　

島
原
総
合
運
動
公
園

　

（
売
店
前
）

※
９
月
21
日
（水）
は
復
興
ア
リ
ー
ナ

　

集
合

▼
持
参
品　

水
分
補
給
の
飲
み
物
、 

　

タ
オ
ル

　

高
血
圧
、
脂
質
異
常
な
ど
の
生

活
習
慣
病
予
防
の
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
　
き　

９
月
８
日
（木）
・
20
日

　

（火）
、
10
月
４
日
（火）
・
19
日
（水）
、 

　

11
月
１
日
（火）
・
15
日
（火）　

13
時 

    

30
分
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

白
山
公
民
館

▼
対
象
者　

市
内
在
住
の
40
歳
か

　

ら
74
歳
ま
で
の
人

▼
募
集
人
数　

20
人

▼
申
込
方
法　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い

　

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

の
学
習
や
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
、

お
風
呂
の
入
れ
方
な
ど
の
体
験
、

妊
婦
体
験
キ
ッ
ト
を
利
用
し
た
妊

娠
後
期
の
体
に
か
か
る
負
担
な
ど

の
体
験
が
で
き
ま
す
。

▼
開
催
日
と
内
容

・
毎
月
第
２
月
曜
日
…
赤
ち
ゃ
ん

　

の
お
風
呂
の
入
れ
方
、
妊
婦
疑

　

似
体
験
な
ど

・
毎
月
第
４
月
曜
日
…
調
理
実
習

▼
と
き　

開
催
日
の
10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

妊
婦
と
そ
の
家
族

▼
参
加
費　

無
料

　

県
南
保
健
所
で
は
、
思
春
期
の

心
と
か
ら
だ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

保
健
師
な
ど
に
よ
る
相
談

▼
と
　
き　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

ま
で
（
祝
日
を
除
く
）　

９
時

　

か
ら
17
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　

県
南
保
健
所

専
門
医
に
よ
る
相
談

▼
と
　
き　

要
予
約

▼
と
こ
ろ　

県
南
保
健
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
保
健
所
地
域
保
健
課
（
☎

　

３
２
８
９
）
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健康テレホンサービス

め ま い

腰 痛 の 運 動 療 法

子どもの救急シリーズ①発熱

翼 状 片
せ ん 妄

性 病

月

火

水

木

金

土・日

9

月

TEL 0120－555－203
フリーダイヤルが開設されました

大
作

健
康
up 「子どもの生活リズム

（早寝・早起き・朝ごはん）」

健康しまばら21

今月のテーマ

戦
　

「
テ
レ
ビ
を
夜
遅
く
ま
で
見
て

い
る
」、「
朝
起
き
る
の
が
遅
く
午

前
中
に
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
」
な

ど
、
子
ど
も
の
夜
型
の
生
活
リ
ズ

ム
が
気
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

生
活
リ
ズ
ム
が
大
切
な
理
由

　

子
ど
も
の
骨
や
筋
肉
・
神
経
の

発
達
、
新
陳
代
謝
に
働
き
か
け
る

「
成
長
ホ
ル
モ
ン
」
は
、
深
い
睡

眠
の
時
に
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
抗
酸
化
作
用
で
癌
の
発
生

を
防
い
だ
り
、
思
春
期
ま
で
第
二

次
性
徴
が
始
ま
る
の
を
抑
え
た

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
眠
を
促
す
働

き
が
あ
る
「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
は
暗
く
な
る
と
分
泌

さ
れ
始
め
、
深
夜
に
分
泌
の
ピ
ー

ク
と
な
り
ま
す
。
こ
の
メ
ラ
ト
ニ

ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
夜
遅
く

月9 休日の お医者さん歯医者さん
■ 当番医　　　診療時間午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間午前9時～正午

 ※都合により変更することがあります

日 医 療 機 関 電話番号

八 尾 病 院

稲田整形外科医院

太 田 整 形 外 科

ま き 歯 科

林 内 科 医 院

いとう 整 形 外 科

松尾胃腸科外科医院

はらぐち歯科医院

内 田 医 院

原田形成整形外科医院

梅 津 医 院

宮 﨑 歯 科 医 院

たかお循環器科・内科

山口外科胃腸科医院

松 本 内 科 医 院

い な だ 歯 科

貴 田 病 院

西 村 クリ ニ ック

前田内科胃腸科医院

寺 田 歯 科 診 療 所

柴 田 長 庚 堂 病 院

酒井外科胃腸科医院

よ こ た 医 院

み や ざ き 歯 科

松 岡 病 院

稲田整形外科医院

長 田 医 院

大 岡 歯 科 医 院

城内一丁目

片 町

雲仙市国見町

上新丁一丁目

津 町

広場場町

雲仙市国見町

上 の 町

白 山 町

片 町

雲仙市国見町

萩原二丁目

加 美 町

大手原町

雲仙市国見町

加 美 町

有明町大三東

下川尻町

雲仙市瑞穂町

新町二丁目

中 堀 町

宮 の 町

雲仙市瑞穂町

湖 南 町

江 戸 丁

片 町

雲仙市瑞穂町

弁天町一丁目

６２－５１３１

６２－６３５５

７８－５４１３

６４－５０７７

６２－６６５７

６１－０１１０

７８－１０００

６２－４３６１

６２－７７３３

６４－３９３９

７８－５１５６

６２－１１８０

６２－６３００

６２－３２００

６５－３３３３

６２－２９０１

６８－００４０

６２－０８８８

７７－３０８９

６２－４４２７

６４－１１１１

６２－６６５５

７７－２０００

６２－７３００

６２－２５２６

６２－６３５５

７７－３６２２

６３－７６１６

4
日
（日）

2
日

10
日

（日）

19
日
（月）

18
日
（日）

11
日
（日）

23
日
（金）

25
日
（日）

ま
で
起
き
、
明
る
い
照
明
に
あ
た

っ
て
い
る
と
、
分
泌
が
抑
え
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
や
不
規
則
な
生
活
リ

ズ
ム
に
よ
っ
て
、
体
内
時
計
の
リ

ズ
ム
が
乱
れ
て
し
ま
う
と
、
疲
れ

や
す
い
・
集
中
力
や
食
欲
が
低
下

す
る
な
ど
、
生
活
全
般
に
悪
影
響

が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
に
、
こ
の
よ
う
な
状

態
が
長
く
続
く
と
、
脳
や
心
の
働

き
が
不
安
定
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

の
習
慣
を
乳
幼
児
期
か
ら
少
し
ず

つ
作
っ
て
い
き
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に

①
朝
の
光

　

人
間
の
体
内
時
計
は
１
日
約
25

時
間
で
す
が
、
地
球
の
時
間
は
１

日
24
時
間
。
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ

ト
し
、
24
時
間
周
期
に
合
わ
せ
て

く
れ
る
の
が
「
朝
の
光
」
で
す
。

カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
「
朝
の
光
」

を
十
分
に
浴
び
、
体
内
時
計
の
リ

ズ
ム
を
整
え
る
事
が
大
切
で
す
。

②
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る  

　

食
べ
物
を
噛
み
、
味
わ
い
、
飲

み
込
む
こ
と
で
脳
が
刺
激
を
受
け

ま
す
。
ま
た
、
食
べ
物
を
食
べ
る

と
胃
腸
が
動
き
、
代
謝
が
は
じ
ま

り
、
全
身
が
目
覚
め
て
い
き
ま

す
。

③
昼
間
の
活
動

　

昼
間
に
し
っ
か
り
と
体
を
動
か

す
事
で
、
心
地
よ
い
疲
労
、
成
長

に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
増
加

な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

④
就
寝
前
の
習
慣

　

歯
み
が
き
を
し
た
後
お
や
す
み

の
挨
拶
を
す
る
、
布
団
に
入
っ
て

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
眠

る
ま
で
の
段
取
り
を
決
め
て
毎
日

繰
り
返
す
事
は
、
１
日
の
締
め
く

く
り
の
良
い
習
慣
づ
け
に
な
り
ま

す
。

⑤
就
寝
の
環
境
づ
く
り

　

電
気
を
消
し
て
部
屋
を
暗
く
す

る
、
テ
レ
ビ
を
消
す
な
ど
し
て
、

静
か
に
眠
り
に
つ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

生
活
リ
ズ
ム
を
す
ぐ
に
変
え
る
こ

と
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
出
来

る
こ
と
か
ら
試
み
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

来
月
は「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防
」に
つ
い
て
で
す
。

よく じょう へん
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松
倉
重
正
・
板
倉
重
昌
の
墓

ふ
る
さ
と
再
発
見

　

島
原
城
を
築
城
し
た
松
倉
重
政
は
、
も
と

も
と
大
和
国
の
大
名
・
筒
井
氏
の
家
老
職
に

つ
い
て
い
ま
し
た
。
同
じ
家
老
職
に
、
関
ヶ

原
合
戦
で
石
田
三
成
の
配
下
と
し
て
勇
名
を

馳
せ
た
島
左
近
が
お
り
、
重
政
の
父
は
右
近

を
称
し
て
い
た
の
で
、
筒
井
家
の
右
近
左
近

と
並
び
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

筒
井
家
を
離
れ
た
重
政
は
、
関
ヶ
原
合
戦

に
お
い
て
家
康
の
下
で
活
躍
し
、
大
和
国
五

條
一
万
石
の
大
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
坂
の
陣
で
も
活
躍
し
、
そ
の
功
積
に

よ
り
元
和
二
年（
１
６
１
６
年
）、幕
府
か
ら

島
原
の
地
で
四
万
石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

重
政
の
島
原
築
城
と
城
下
町
の
建
設
に
よ

り
、
島
原
が
こ
れ
以
後
島
原
半
島
の
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
当
初
緩
や
か
だ
っ
た
領
民
の
支
配

は
、
年
を
経
る
ご
と
に
厳
し
い
も
の
に
な

り
、
重
税
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
な
ど
悪
政

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
寛
永

十
四
年
（
１
６
３
７
年
）
、
子
の
勝
家
の
時

に
、
島
原
の
乱
が
起
こ
り
ま
す
。

　

鎮
圧
に
向
け
ら
れ
た
の
は
、
三
河
で
一
万

五
千
石
を
領
す
る
板
倉
重
昌
で
し
た
が
、
大

藩
ば
か
り
の
九
州
勢
を
統
率
で
き
ず
、
寛
永

十
五
年
（
１
６
３
８
年
）
の
元
旦
、
一
揆
勢

の
立
て
こ
も
る
原
城
へ
総
攻
撃
の
陣
頭
に
立

ち
戦
死
し
ま
し
た
。

　

板
倉
重
昌
と
松
倉
重
政
の
墓
は
、
江
東
寺

に
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
新
旧
二
つ
ず
つ
の

墓
が
あ
り
、
古
い
墓
石
は
寛
政
四
年
（
１
７

９
２
年
）
の
島
原
大
変
で
寺
と
も
ど
も
流
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
寺
を
現
在
地
に
再
建

し
、
墓
石
も
新
し
く
造
っ
た
後
、
昔
の
墓
石

が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
新
旧
一
緒
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

　

島
原
の
乱
と
島
原
大
変
。
島
原
の
歴
史
上

の
大
事
件
二
つ
に
関
係
す
る
こ
れ
ら
の
お
墓

は
、市
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
た
目
年
齢
を
気
に
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
「
明
る

く
・
楽
し
く
・
前
向
き
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
健
康
体
操
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
コ
ス
モ
ス
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ

ん
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
平
成
９
年
か
ら

活
動
し
、
平
湯
良
美
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
「
若
さ
と
健
康
」
の
た
め
、

20
人
が
週
１
回
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

体
操
を
す
る
際
は
、
先
生
の
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
を
交
え
な
が
ら
行

い
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
体
操
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
と
「
肩
こ

り
・
腰
痛
が
無
く
な
っ
た
」
、
「
姿

勢
が
良
く
な
っ
た
」
と
い
う
体
に
関

す
る
も
の
か
ら
、
「
実
年
齢
よ
り
若

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
美

容
効
果
も
あ
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
「
楽
し
い
仲
間
が
増

え
た
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
皆
さ

ん
、
楽
し
み
な
が
ら
若
さ
と
健
康
力

ア
ッ
プ
を
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
美
容
と
健
康
の
た

め
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
体
操
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先…

吉
田
巴
枝
さ
ん

（
☎ 

１
７
４
０
）

「
コ
ス
モ
ス
サ
ー
ク
ル
」◯64
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■ホームページ
http：//www.city.shimabara.lg.jp/

■電子メール
info@city.shimabara.lg.jp

■市 役 所
　　（代表）☎63-1111
■有明庁舎
　　（代表）☎68-1111

産 業 振 興 部
有 明 支 所
教 育 委 員 会
農 業 委 員 会
水 道 局
文化・スポーツ振興グループ

募
　
　 

集

くらしの情報 Information

く

ら

の

情

報 し

▼
墓
地
名
・
区
画
の
種
類

・
釘
原
墓
地
（
宇
土
町
）…

６
㎡  

　

の
１
区
画

・
寺
松
山
墓
地
（
北
安
徳
町)…

　

12
㎡
の
１
区
画

▼
受
付
期
限　

９
月
15
日
㈭
ま
で

▼
申
込
資
格　

次
の
ど
ち
ら
か
を

　

満
た
す
人

①
市
内
在
住
の
人

②
市
外
居
住
者
は
次
の
要
件
の
一

　

つ
に
該
当
す
る
こ
と

・
本
市
に
本
籍
を
有
す
る
人

・
将
来
本
市
に
居
住
を
希
望
す
る

　

人
・
本
市
内
に
墓
所
を
有
し
、
墳
墓

　

を
改
葬
す
る
人

▼
申
込
方
法　

環
境
グ
ル
ー
プ
お

　

よ
び
有
明
支
所
に
備
え
付
け
の

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
使
用
料

・
永
代
使
用
料…

１
㎡
あ
た
り
７

　

万
円

・
墓
地
管
理
料…
年
額
１
０
５
０

　

円
（
２
年
ご
と
に
２
年
分
の
２

　

１
０
０
円
を
前
納
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
グ
ル
ー 

　

プ
衛
生
保
全
班
（
☎
内
線
１
９

　

４
）

　

市
が
設
置
す
る
文
化
施
設
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
公
の
施
設
の

管
理
・
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
場
合
に
、
指
定
管
理

者
の
候
補
者
の
選
定
を
行
う
た
め

に
設
置
し
て
い
る
「
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
人

▼
任
　
期　

選
任
の
日
か
ら
２
年

　

間
▼
募
集
期
限　

９
月
22
日
㈭
ま
で

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
申
込
方
法　

政
策
企
画
グ
ル
ー

　

プ
政
策
振
興
班
に
備
え
付
け
の

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　

政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
政
策
振
興

　

班
（
☎
内
線
１
４
１
）

　

素
敵
な
め
ぐ
り
あ
い
を
求
め
て

い
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

▼
と
　
き　

10
月
22
日
㈯
13
時

▼
と
こ
ろ　

有
明
農
林
漁
業
体
験

　

実
習
施
設
（
舞
岳
山
荘
）

▼
対
象
者

・
男
性　

市
内
在
住
の
20
歳
か
ら

　

40
歳
ま
で
の
独
身
の
人

・
女
性　

20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の

　

独
身
の
人
（
県
外
か
ら
の
参
加

　

者
は
旅
費
な
ど
の
助
成
が
あ
り

　

ま
す
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

男
性
・
女
性
そ
れ

　

ぞ
れ
15
人

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
間　

９
月
９
日
㈮
か
ら

　

９
月
30
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　

産
業
政
策
グ
ル
ー
プ
企
画
調
整

　

班
（
☎
内
線
５
６
１
）

▼
と
　
き　

10
月
７
日
㈮
・
14
日

　

㈮
・
21
日
㈮
・
28
日
㈮
、
11
月

　

４
日
㈮　

10
時
か
ら
12
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

▼
受
講
料　

１
５
０
０
円

▼
持
参
品　

習
字
用
小
筆
数
本
、

　

筆
拭
き
用
雑
巾
な
ど

▼
講
　
師　

佐
藤
正
子
先
生

▼
申
込
期
間　

９
月
15
日
㈭
か
ら

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
（
☎　

２

　

３
４
４
）　

▼
研
修
コ
ー
ス　

落
葉
果
樹
コ
ー

　

ス
、
常
緑
果
樹
興
津
コ
ー
ス
、

　

常
緑
果
樹
口
之
津
コ
ー
ス

▼
推
薦
入
試

・
募
集
期
限　

10
月
14
日
㈮
ま
で

・
試
験
日
時　

11
月
４
日
㈮

・
試
験
科
目　

小
論
文
お
よ
び
面

　

接
試
験

▼
一
般
入
試

①
前
期

・
募
集
期
間　

11
月
14
日
㈪
か
ら

　

12
月
16
日
㈮
ま
で

・
試
験
日
時　

平
成
24
年
１
月
６

　

日
㈮

・
試
験
科
目
：
国
語
、
生
物
ま
た

　

は
農
業
（
果
樹
）
お
よ
び
面
接

　

試
験

②
後
期

・
募
集
期
間　

平
成
24
年
１
月
23

　

日
㈪
か
ら
平
成
24
年
２
月
24
日

    

㈮
ま
で

・
試
験
日
時　

平
成
24
年
３
月
７

　

日
㈬

・
試
験
科
目　

国
語
、
生
物
ま
た

　

は
農
業
（
果
樹
）
お
よ
び
面
接

　

試
験

※

定
員
は
各
コ
ー
ス
と
も
15
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

果
樹
研
究
所
企
画
管
理
部
養
成

　

研
修
第
１
課
（
☎
０
２
９
ー
８

市
営
墓
地
使
用
者
の
募
集

島
原
市
め
ぐ
り
あ
い
事
業

参
加
者
募
集

島
原
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

委
員
の
募
集

は
じ
め
て
の
入
門「
絵
手
紙
講
座
」

受
講
生
の
募
集

平
成
24
年
度
果
樹
研
究
所
農
業

技
術
研
修
生
の
募
集

◯64
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３
８
ー
６
４
５
５
）

　

働
き
な
が
ら
、
技
能
を
学
ぶ
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
講
座
内
容　

Ｃ
Ａ
Ｄ
、ワ
ー
ド・

　

エ
ク
セ
ル
な
ど

▼
対
象
者　

中
小
企
業
事
業
主
に

　

雇
用
さ
れ
て
い
る
人
、
学
卒
未

　

就
職
者
、
再
就
職
準
備
者
な
ど

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
央
職
業
訓
練
校
（
☎
０

　

９
５
７　

０
０
３
６
）

　

市
で
は
金
婚
の
年
を
迎
え
ら
れ

る
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
り
、
金
婚

と
長
寿
を
祝
福
し
ま
す
。

▼
と
　
き　

11
月
22
日
㈫　

10
時

▼
と
こ
ろ　

島
原
文
化
会
館

▼
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有    

　

し
、
昭
和
36
年
１
月
１
日
か
ら

　

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫

　

婦
▼
申
し
出
期
間　

10
月
７
日
㈮
ま

　

で
▼
申
し
出
方
法　

政
策
企
画
グ
ル

　

ー
プ
お
よ
び
有
明
支
所
、
各
地

　

区
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
出

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　

政
策
企
画
グ

　

ル
ー
プ
秘
書
広
報
班
（
☎
内
線

　

１
２
１
）

　

就
職
支
援
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
ま
た

　

は
父
子
家
庭
の
父

▼
と
　
き　

９
月
18
日
㈰　

13
時

　

30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
習
内
容

①
自
分
の
適
性
を
知
ろ
う
（
履
歴

　

や
職
務
経
歴
書
を
書
く
こ
と
に

　

よ
り
適
性
を
知
る
）

②
面
接
・
訪
問
時
の
心
構
え

③
小
論
文
へ
の
対
応

④
そ
の
他
（
模
擬
面
接
な
ど
）

▼
講
　
師　

西
口
奈
鶴
子
先
生　

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▼
受
講
料　

無
料
（
託
児
サ
ー
ビ

　

ス
有
り
）

※
記
入
済
み
の
履
歴
書
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

９
月
15
日
（木）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
こ
ど
も

　

家
庭
班
（
☎
内
線
２
７
９
）

　

平
成
23
年
10
月
20
日
現
在
で
、

県
内
20
市
町
（
小
値
賀
町
除
く
）

の
約
１
６
０
０
世
帯
を
対
象
に

「
社
会
生
活
基
本
調
査
」
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
時

間
の
配
分
や
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
、

趣
味
、
旅
行
な
ど
自
由
時
間
に
お

け
る
主
な
活
動
に
つ
い
て
調
査

し
、
国
民
の
社
会
生
活
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
員
が
、
調
査
票
を
10
月
上

旬
に
調
査
世
帯
に
配
布
し
、
10
月

下
旬
に
回
収
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
経
営
管
理
グ
ル
ー

プ
総
務
行
政
班
（
☎
内
線
１
５

３
）
ま
た
は
県
統
計
課
（
☎
０
９

５
―
８
９
５
―
２
２
２
５
）
へ
。

　

９
月
１
日
現
在
、
本
市
に
１
年

以
上
住
所
を
有
し
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
65
歳
以
上
の
ね
た
き

り
ま
た
は
認
知
症
の
高
齢
者
（
共

に
要
介
護
度
３
以
上
の
人
）
を
、

９
月
１
日
以
前
の
１
年
間
に
６
カ

月
以
上
居
宅
で
介
護
し
た
人
（
親

族
な
ど
）
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

▼
見
舞
金
額　

年
額
６
万
円

▼
申
請
期
限　

９
月
30
日
㈮
ま
で

▼
実
態
調
査　

保
健
師
に
よ
る
訪  

　

問
調
査

▼
支
給
時
期　

12
月
中
旬
を
予
定 

　

し
て
い
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉

　

班
（
☎
内
線
２
７
７
）
ま
た
は

　

有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
７
）

　

平
成
26
年
に
開
催
さ
れ
る
「
長

崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」
に
向
け

た
競
技
会
場
整
備
に
よ
る
市
体
育

館
建
替
工
事
の
た
め
、
９
月
21
日

㈬
か
ら
市
体
育
館
が
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
の
体
育
館

事
務
室
は
隣
接
す
る
有
馬
武
道
館

へ
移
設
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
業

務
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
グ
ル
ー
プ
国
体
準
備
班
（
☎

内
線
５
２
０
）
へ
。

　

最
近
、
犬
の
フ
ン
や
野
良
猫
へ

の
餌
付
け
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、

周
り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬

・
放
し
飼
い
に
は
せ
ず
、
綱
や
鎖

　

で
繋
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
、
人
や
動
物
に
危
害
を
加

　

え
た
場
合
は
、
飼
い
主
に
責
任

　

が
問
わ
れ
ま
す

・
無
駄
吠
え
を
す
る
場
合
、
原
因

　

を
突
き
止
め
、
散
歩
を
さ
せ
た

　

り
、
し
つ
け
を
す
る
な
ど
し
ま

　

し
ょ
う

・
道
路
、
公
園
は
み
ん
な
の
も
の

　

で
す
。
散
歩
時
の
フ
ン
は
持
ち

　

帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
猫

・
猫
を
飼
う
際
は
、
家
の
中
で
飼

　

う
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

事
故
や
病
気
か
ら
守
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

▼
犬
・
猫

・
野
良
犬
、
野
良
猫
に
は
餌
を
与

　

え
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
グ
ル
ー

島
原
市
金
婚
祝
賀
式

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金

犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
活
動
の

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

社
会
生
活
基
本
調
査
が

行
な
わ
れ
ま
す

◯22

市
体
育
館
が
９
月
21
日
か
ら

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

お
知
ら
せ

職
業
訓
練
受
講
生
の
募
集
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プ
衛
生
保
全
班
（
☎
内
線
１
９

　

２
）

　

動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
を
広

く
普
及
す
る
た
め
に
、
９
月
20
日

か
ら
同
月
26
日
は
動
物
愛
護
週
間

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

島
原
獣
医
師
会
で
は
、
愛
護
週

間
に
合
わ
せ
、
子
犬
・
子
猫
の
譲

渡
会
や
動
物
の
健
康
相
談
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
と
　
き　

９
月
25
日
㈰  

15
時 

　

か
ら
17
時
ま
で
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

県
南
保
健
所

▼
譲
渡
会　

当
日
、
子
犬
・
子
猫

　

の
譲
渡
を
希
望
す
る
人
は
次
の

　

点
に
注
意
し
、
事
前
に
環
境
グ

　

ル
ー
プ
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

・
飼
い
犬
、
飼
い
猫
で
生
後
２
カ

　

月
以
上
で
健
康
で
あ
る
こ
と　

　

（
当
日
、
譲
渡
前
に
獣
医
師
が

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
）

・
譲
渡
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合

　

は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
連

　

れ
て
帰
る
こ
と

・
島
原
半
島
内
在
住
者
で
あ
る
こ

　

と
▼
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
グ
ル
ー

　

プ
衛
生
保
全
班
（
☎
内
線
１
９

　

２
）
ま
た
は
島
原
獣
医
師
会
事

　

務
局
（
☎ 

１
１
７
７
）

　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
雑

草
な
ど
が
繁
殖
し
て
い
る
農
地

は
、
草
刈
り
な
ど
の
保
全
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
病
気
な

ど
で
耕
作
が
困
難
で
、
農
地
の
貸

し
付
け
な
ど
を
希
望
す
る
人
は
、

地
区
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委

員
会
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
間　

10
月
３
日
㈪
か
ら
10

　

月
31
日
㈪
ま
で

▼
と
こ
ろ　

市
内
全
域

▼
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
☎
内
線
５
３
２
）

　

介
護
予
防
の
大
切
さ
や
地
域
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
講
演

会
・
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き　

10
月
１
日
（土）　

13
時

　

か
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

有
明
総
合
文
化
会
館

▼
参
加
料　

無
料

▼
内
　
容　

講
演
「
認
知
症
の
介

　

護
予
防
と
認
知
症
に
な
っ
て
も

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

　

り
」
（
西
九
州
大
学　

田
平
隆

　

行
先
生
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

島
原
市
医
師

　

会
島
原
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
☎　

５
１
１
０
）

▼
と
　
き　

11
月
23
日
㈬　

10
時

▼
と
こ
ろ　

島
原
工
業
高
校

▼
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種（
第

　

一
類
〜
第
六
類
）
・
丙
種

▼
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

９
月
２
日
㈮
か
ら

　

９
月
26
日
㈪
ま
で

・
電
子
申
請　

８
月
30
日
㈫
か
ら

　

９
月
23
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
試
験
研

　

究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
（
☎

　

０
９
５
ー
８
２
２
ー
５
９
９

　

９
）

　

裁
判
所
調
停
委
員
が
身
の
回
り

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
　
き　

10
月
１
日
㈯　

10
時

　

か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

霊
丘
公
民
館

▼
相
談
内
容　

多
重
債
務
、
土
地

　

・
建
物
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、

　

遺
産
相
続
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
地
方
裁

　

判
所
島
原
支
部
（
☎　

３
１
５

　

１
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
不
当
な

扱
い
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈪
か
ら

　

９
月
11
日
㈰
ま
で　

８
時
30
分

　

か
ら
19
時
ま
で
（
土
曜
・
日
曜

　

は
10
時
か
ら
17
時
ま
で
）

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０
ー

　

０
０
３
ー
１
１
０

▼
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
地
方
法

　

務
局
（
☎
０
９
５
ー
８
２
０
ー

　

５
９
８
２
）

　

法
務
局
登
記
官
、
島
原
公
証

人
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
合
同

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き　

10
月
１
日
㈯　

10
時

　

か
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

相
続
登
記
、
境
界

　

問
題
、
遺
言
証
書
の
作
成
、
家

　

庭
内
暴
力
、　

い
じ
め
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
地
方
法

　

務
局
島
原
支
局
（
☎ 

２
５
１

　

３
）

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
10
月
を

「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度

に
係
る
周
知
月
間
」
と
し
、
働
く

人
と
会
社
の
間
の
紛
争
解
決
を
図

る
た
め
、
休
日
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

▼
と
　
き　

10
月
22
日
㈯
・
29
日

　

㈯　

９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

　

ま
で

▼
と
こ
ろ　

長
崎
労
働
相
談
情
報

　

セ
ン
タ
ー
（
長
崎
市
桜
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
県
労
働

　

委
員
会
事
務
局
（
☎
０
１
２
０

　

ー
７
８
３
ー
２
５
８
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
（
教
育
）
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
、
諫
早
中
継
局
は

平
成
23
年
９
月
５
日
か
ら
、
島
原

中
継
局
は
平
成
23
年
10
月
17
日
か

ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

映
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
テ

レ
ビ
受
信
機
を
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
再

設
定
」
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

ー
９
２
２
ー
３
０
３
）
へ
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き　

９
月
21
日
㈬
・
10
月

介
護
予
防
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
（
教
育
）
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
更
に
な
り
ま
す

◯62

◯62

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

子
犬
・
子
猫
の
譲
渡
会

合
同
相
談
所
の
開
設

働
く
人
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

無
料
調
停
相
談
会

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
開
設

◯68

◯65

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

23 平成23.９.

くらしの情報 Information



　

19
日
㈬　

10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数　

20
人

▼
申
込
方
法　

相
談
開
設
日
の
10

　

日
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票

　

に
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相

談
　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金

一
般
相
談
所
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き　

毎
週
木
曜
日　

９
時

　

か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

ロ
ビ
ー

▼
申
込
方
法　

当
日
先
着
順
に
受

　

け
付
け
ま
す
の
で
、
日
本
年
金

　

機
構
が
送
付
す
る
書
類
、印
鑑
、

　

年
金
手
帳
な
ど
参
考
と
な
る
書

　

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん

か
　

国
民
年
金
基
金
と
は
、
自
営
業

な
ど
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

を
対
象
に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
よ
り
豊
か
な
老
後
を
保

障
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
県
国
民

　

年
金
基
金
（
☎
０
１
２
０―

６

　

５―

４
１
９
２
）

年
金
受
給
権
者
が
死
亡
し
た
と
き

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
死
亡

す
る
と
な
く
な
り
ま
す
。
年
金
受

給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
「
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
は
死

亡
し
た
月
の
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま

す
の
で
、
死
亡
当
時
に
受
給
者
と

生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
遺
族

は
、
死
亡
届
と
一
緒
に
「
未
支
給

（
年
金
・
保
険
給
付
）
請
求
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
稼
働
中

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
履
歴

や
年
金
額
を
確
認
し
た
い
人
は
、

年
金
手
帳
等
、
印
鑑
お
よ
び
本
人

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
）
を
国
民
年
金

班
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
５
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　

オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　

電
子
ピ
ア
ノ

　

詳
し
く
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
内
線
☎

１
８
４
）
へ
。

不
要
品
の
交
換

島原のこらやっちゃよかばい事業島原のこらやっちゃよかばい事業
　市では、皆さんが新たに開発した商品または既存の
商品を改良した商品で特に優れたものについて表彰
し、受賞者には商品の魅力向上のためのアドバイザー
の派遣や、販路拡大のための補助を行う「島原のこら
やっちゃよかばい事業」を行っています。
　島原の顔となるような自慢の新商品、改良品、また
島原の食材を用いた料理をふるって応募してくださ
い。
▼出品商品
①商品部門
・平成22年11月１日以降に開発された新商品また
　は既存の商品を改良した商品で、ある程度量産可能
　なもの
・島原市内産で次の品目のもの
　農林加工品、畜産加工品、水産加工品、菓子類、その
　他（陶磁器などは原則除きます）
・品質表示、商標など関係法令を遵守した商品である
　こと
②料理部門
・島原市内産の農畜水産物を使用した料理（原則とし
　て麺または丼）
▼応募資格
　市内に本社または本店を置く、業者、組合、団体など
　であれば業種は問いません（市民であれば個人も可）
※法人にあっては、法人および代表者が、その他団体
　にあっては、その代表者が市税を滞納していないこ
　とが条件となります。

▼賞と賞金
①商品部門　 
・最優秀商品「やっちゃうまかたい賞」
　１００万円（１品）
・優秀商品「こらうまかたい賞」　
　５万円（２品程度）
②料理部門
・優秀商品「こらうまかたい賞」
　５万円（２品程度）
※各部門とも受賞の基準を満たす商品が無い場合は
　該当無しとします
▼応募期限　10月31日（月）まで
▼応募方法　物産流通グループ、島原商工会議所、有
　明町商工会に備え付けの応募用紙により、郵送また
　は直接提出してください。応募用紙は市ホームペー
　ジからもダウンロードできます

応募・問い合わせ先　物産流通グループ（〒８５９－１４９２　島原市有明町大三東戊１３２７番地　☎内線５７３）

平成22年度　優秀商品平成22年度　優秀商品

島原ロースト
オイルサーディン

スーパーポーク
クリーム丼

眉山の龍
黒ごまひじき麺

島原の顔となる特産品を募集します

24平成23.９.



25 平成23.９.

くらしの情報 Information

　本の返却が１カ月
以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

固
定
資
産
税
（
第
３
期
分
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
分
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
（
第
３
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
普
通
徴
収
（
第
３
期
分
）

の
納
期
は
９
月
30
日
（金）
ま
で
で
す

　

納
付
に
は
、便
利
な
口
座
振
替
な
ど
の
自
動
振
込
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、各
金
融
機
関
、郵
便
局（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）、島
原
雲
仙
農

協
、島
原
漁
協
、有
明
漁
協
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
固
定
資
産
税　

税
務
グ
ル
ー
プ
固
定
資
産
税
班（
☎
内
線
１
７
３
）

▼
国
民
健
康
保
険
税　

税
務
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班（
☎
内
線
１
７
6
）

▼
介
護
保
険
料　

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課（
☎

　
　

９
１
０
１
）ま
た
は
保
険・健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班（
☎
内
線

　

２
３
４
）、有
明
支
所（
☎
内
線
５
０
４
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

保
険
・
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班

　

（
☎
内
線
２
３
３
）ま
た
は
有
明
支
所（
☎
内
線
５
０
４
）

市民相談センターのご案内市民相談センターのご案内市民相談センターのご案内

◆行 政 相 談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　9月6日（火）・13日（火）・20日（火）
　〈有明支所相談室〉
　9月7日（水）
◆人権相談（人権擁護委員）
　9月7日（水）
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　9月26日（月）
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　9月15日（木）
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場　公証人）
　9月28日（水）
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談所）
　9月22日（木）
◆一 般 相 談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

10：00～16：00

8：30～17：15

　９月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎
内線184）で行います。なお、行政相談のみ有明支所相談
室でも受け付けます。

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
9月の休館日… 5日（月）・12日（月）・20日（月）
　　　　　　　 26日（月）・30日（金）

開館時間…9：00～18：00
9月の休館日… 6日（火）・13日（火）・20日（火）・
　　　　　　  27日（火）・30日（金）

新刊図書紹介 9月の催し

「黄泉から来た女」
内田　康夫　著　　新潮社

■おはなしひろば
■郷土史を学ぼう会
　「有馬義貞と有家の湯湯治」
　「深溝世紀」

24日（土）　11：00～
24日（土）　14：00～

24日（土）　14：30～

28日（水）　11：00～■おはなしのじかん 0・1・2

■ちいさなおはなしかい 10日（土）　15：00～

3日（土）・10日（水）・17日（水）　11：00～

■おはなしのじかん

「マザーズ　Mothers」
金原　ひとみ　著　　新潮社

「やなりいなり」

「悪　　虐」

「コラプティオ　CORRUPTIO」

「昔は、よかった？」

畠中　　恵　著　新潮社

新堂　冬樹　著　幻冬舎

真山　　仁　著　文藝春秋

酒井　順子　著　講談社

　鶴岡市で発見された白骨死体。天橋立
で「アマテラスの子」と呼れる静香。彼女の
母が捨てた故郷・鶴岡から謎の女が訪ねて
来る。時を越えた女たちの因縁が、浅見光
彦の名推理を妨げる。

　同じ保育園に子どもを預ける３人の若い
母親。クスリに手を出す作家のユカ。乳児
を虐待する涼子。夫に心を残しながら恋人
の子を妊娠する五月。現代の母親が抱え
る、母であることの幸福と孤独を描きだす。

島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808）

島原図書館

有明図書館

♦インターネットで蔵書検索や新しい本・人気の本
　を見ることができます

URL:http://www.shimabara-city-libraries.jp/

図書館通信
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◆市ホームページアドレス ◆携帯電話版市ホームページ
http://www.city.shimabara.lg.jp/

◆島原市の人口（8月1日現在）
人　口
　男
　女
世帯数

URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/出生26件　死亡42件　転入66件　転出54件

（前月比 ＋  14）
（前月比 －  　4）
（前月比 ＋  18）
（前月比 ＋  15）

48,434
22,531
25,903
18,872

人
人
人
世帯

　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。QRコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、URLを直接入力して
もアクセスできます。

◆
編
集
・
発
行
／
島
原
市
市
長
公
室

〒
855-

8555
長
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県
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上
の
町
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■参加者募集■
　● 郷土芸能披露
　日　　程：第３部　[10 月 16 日（日）12:00 頃～ ]
　会　　場：島原城特設ステージおよびパレードゴー
　　　　　　ル特設ステージ
　応募条件：島原半島内の各種団体でステージ披露　
　　　　　　の後パレードにも参加できる団体
　　　　　※応募多数の場合は、主催者で出演団体を
　　　　　　決定します。
　● 歴史文化市中パレード
　日　　程：第３部　[10 月 16 日（日）]
　　　　　・こども隊…13:00 ～
　　　　　・本　　隊…13:30 ～
　コ  ー  ス：島原城から白土湖まで
　　　　　・こども隊…県酒販前→白土湖
　　　　　・本　　隊…島原城→島原図書館→県酒販
　　　　　　　　　　　前→白土湖
　募集団体：こども隊、島原音頭、踊り隊、山車隊
　募集配役：松倉重政公、高力忠房公、松平忠房公、 
　　　　　　植木元太郎、家臣、武士、町民、ほか

　応募条件：健康な方で、まつりを盛り上げてもら
　　　　　　える元気な団体
　　　　　※未成年者は保護者の承諾が必要です
　　　　　※応募多数の場合は、主催者で配役を決
　　　　　　定します

■応募方法■
　　しまばら温泉不知火まつり振興会（観光・ジオ
　パークグループ内）備え付けの申込書に必要事項
　を記入し、FAX か郵送、または直接申し込んでく
　ださい。
※申込用紙は、しまばら温泉不知火まつり公式ホー
　ムページ（http://shiranui.shimabara.ne.jp/）また
　は市ホームページにも掲載しています。

■応募期限■
　９月９日（金）まで
※郵送の場合は、当日消印有効

■応募・問い合わせ先■
　　しまばら温泉不知火まつり振興会（観光・ジオ
　パークグループ内　〒855-8555　島原市上の町　
　537 番地　☎ 63-1111　内線 212　FAX 62-8006）

■ 概 要 ■
第１部　[10 月 15 日（土）17:00 ～／島原城 ]
　・島原城薪能
第２部　[10 月 16 日（日）9:30 ～ 11:30 ／島原城 ]
　・しまばらガマダス阿波踊り大会
第３部　[10 月 16 日（日）11:30 ～ 16:00 ／島原城～白土湖 ]
　・ミス島原・天草四郎選彰式
　・郷土芸能披露
　・歴史文化市中パレード

しまばら温泉 不知火まつり参加者募集！
　第 32 回「しまばら温泉不知火まつり」が、10 月 15 日（土）・16 日（日）に開催されます。
　今回は、「歴史・文化・大地の恵みに感謝」をコンセプトに、内容を一新。
　江戸時代初期の島原城築城から、城下町として繁栄するたびに島原の乱や島原大変、平成の普賢岳
噴火災害など繁栄と衰退、復興・試練を繰り返しながら現代に至る郷土の歴史と、かつて有明海に見
えたという神秘の不知火に向かい、明日の平穏を祈ったとされる島原の町人の想いを表現し。観光客
の宿泊にもつながるようなコンパクトで充実した内容のまつりにします。
　つきましては、このまつりの参加者を募集します。皆さんでまつりを盛り上げましょう。

　第 32 回「しまばら温泉不知火まつり」が、10 月 15 日（土）・16 日（日）に開催されます。
　今回は、「歴史・文化・大地の恵みに感謝」をコンセプトに、内容を一新。
　江戸時代初期の島原城築城から、城下町として繁栄するたびに島原の乱や島原大変、平成の普賢岳
噴火災害など繁栄と衰退、復興・試練を繰り返しながら現代に至る郷土の歴史と、かつて有明海に見
えたという神秘の不知火に向かい、明日の平穏を祈ったとされる島原の町人の想いを表現し。観光客
の宿泊にもつながるようなコンパクトで充実した内容のまつりにします。
　つきましては、このまつりの参加者を募集します。皆さんでまつりを盛り上げましょう。

しまばら温泉 不知火まつり参加者募集！
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